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日頃から備える
Our guide to natural disaster prevention preparedness in case of emergency!
Prevenção de desastre da minha casa. Prepare-se para uma emergência!

わが 防家 災の

HP E-mail
発行 TEL FAX

http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp kikikanri@city.omaezaki.shizuoka.jp
御前崎市 危機管理課 〈0537〉85-1119 〈0537〉85-1143

 □ 身近な所に、懐中電
灯、ラジオ、靴また
はスリッパなどを置いておきましょう。 

（素足では割れたガラスでケガをします）

 □ 住居の耐震化
 □ 家具の固定
 □ 感震ブレーカーの設置
 □ 窓ガラスへの飛散防止フィルム貼り付け
家具を固定することで、下敷きになることを防ぎます。

（感震ブレーカーとは、地震発生時に揺れを感知し、自動的に
電気を遮断することで、火災を防止できます。）

 □ ミルク、哺乳ビン、離乳食、スプー
ン、オムツ、清浄綿、おんぶ紐、バ
スタオルまたはベビー毛布、ガー
ゼまたはハンカチなどを追加。

夜、寝ているときも 赤ちゃんのいる家庭では

非常用持出し袋の備えと点検を！
家庭における非常持出し品・備蓄品は、非常持出し袋などに入れて、いつでも持ち出せる場所に置きましょ

う。「わが家の非常持出し品リスト」を作成し、定期的に点検を行ないましょう。

日頃の準備が
自分や家族を守る！

いつもの食品で
無理なく備蓄！

備える

買い足す 消費する

始めよう
ローリングストック

わが家の地震対策（チェックシート）

持ち出し品・備蓄品は一例です。参考にしてください。

備蓄品

 □ 飲料水
1人あたり
1日3ℓの水を7日分

 □ 食料品
調理不要の非常食 
7日分程度

 □ 衣類
季節に応じジャンパーなど

 □ ウォーター 
タンク・給水袋

 □ ビニールシート 
（敷いたり雨よけ）

 □ 卓上コンロ 
（ボンベ）

 □ 布製ガムテープ 
など

 □ 簡易トイレ

 □ ロープ  □  
（自由記入欄）

非常持出し品（チェックシート）

 □ ヘルメット・ 
防災頭巾

 □ リュックサック  □ 携帯電話・ 
充電ケーブル

 □ モバイル 
バッテリー

 □ 保険証・免許証 
マイナンバーカード

 □ 財布・ 
現金（硬貨も）

 □ 飲料水  □ 非常食 
（3日分）

 □ 救急薬品・ 
常備薬

 □ 安定ヨウ素剤 
（丸剤、内服ゼリー）

 □ 懐中電灯  □ 予備の乾電池

 □ 携帯ラジオ  □ 手ぶくろ  □ ナイフ・ 
かんきり

 □ 歯ブラシ・ 
歯磨き粉

 □ スプーン・はし・ 
カップ

 □ ティッシュ・ 
トイレットペーパー

 □ タオル  □ 筆記用具・ノート 
（サインペンなど）

 □ 毛布または 
寝袋

 □ 雨具  □ 下着・ 
くつ下

 □ ビニール袋

 □ 携帯トイレ  □ マスク  □ 消毒液  □ 体温計  □ 生理用品  □  
（自由記入欄）

市のHPから各地区の「作成ガイド」と「計画書本体」
をダウンロードし、以下の手順で計画しましょう。

1. 家族で避難に時間がかかる人がいるか確認
▼

2. 地震・津波の危険性を確認
▼

3. 避難のタイミングと避難先を確認
▼

4. 南海トラフ地震臨時情報発表時の行動を確認
▼

5. 洪水ハザードマップを使って避難行動を確認
▼

6. 避難情報を知るための手段を確認
▼

計画書を作成したら、冷蔵庫など、 
目につく場所に貼りましょう

「わたしの避難計画」を作成しよう！
わたしの避難計画とは？

身の回りの災害リスクに対し、

「 どのタイミング 」で

「 どこに」避難する か

あらかじめ整理 するものです。

ガイドに従い、必要事項を確認するだけで、簡
単に「自分だけの避難計画書」を作成することが
できます。
前もって「わたしの避難計画」を作成しておく

ことで、災害時に自分や家族が「あわてることな
く」「安全な場所」へ避難できます！

特　徴
① 様々な災害リスク（河川氾濫、土砂災害、地震・

津波など）に対応。
② 計画作成に必要な情報が作成ガイドに集約さ

れており、資料があれば誰でも作成できる。
③ パソコン、スマートフォンでも作成できる。

計画書作成方法

「作成ガイド」と「計画書本体」は
市の HP よりダウンロード可能です
https://www.city.omaezaki.shizuoka.
jp/soshiki/kikikanri/bosai/hazardmap/
watasinohinankeikaku.html

作成ガイド（例） 計画書本体（例）

地震から身を守る Protect yourself from earthquakes 

Devemos nos proteger do terremoto

震度７
自分の意思で行動できなくなります。

大きな地割れや地すべり、 
山崩れが発生します。

震度６強
這
は
わないと動くことができません。
重い家具のほとんどが倒れ、 

戸が外れて飛びます。

震度６弱
立っていることが難しく、 

壁のタイルや窓ガラスが壊れ、 
ドアが開かなくなります。

震度 5強
タンスなどの重い家具が倒れたり、 
自動販売機が倒れることもあります。

震度 5弱
家具が動いたり、食器や本が落ち、 
窓ガラスが割れることもあります。

震度 4
眠っている人のほとんどが目を覚まし
ます。歩行中の人も揺れを感じます。

震度 3
棚の食器が音をたてることがあります。

震度 2
屋内にいる人の多くが揺れを感じます。

震度 1
屋内にいる人で 

揺れを感じる人もいます。

震度 0
人は揺れを感じません。

▲ 
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い

低
い 

▼
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まず、
身の安全を

 ● テーブルやベッドなど頑丈な家
具の下にもぐりこみます。

 ● 座布団やクッションで頭をカバー
します。

1

すばやく
火の始末

 ●「火を消せ！」と大声で叫ぶことも大切です。
 ● 普段から、習慣づけが必要です。
 ● 揺れがおさまってから、慌てず火の始末を。

2

非常脱出口
を確保

 ● 特に鉄筋コンクリートの建物内
にいるときは、ドアなどを閉めた 
ままにしておくと変形して開か 
なくなることがあります。

3

火が出たら「119」
→すぐ消火

 ● 119番通報は、あわてずに、落ち着いて。
 ● 火の小さいうちに、勇気をもって初期消
火に当たります。（火が天井面に移る前に）

 ● 消火器は必ず設置しておきましょう。
4

がけ崩れに
注意

 ● 居住地の自然環境を良く知っておくことが大切です。
 ● がけ崩れ等により、危険が差し迫れば避難勧告が
発令されます。行政の広報とマスコミの情報に注
意してください。

6

津波に注意  ● 海岸の近くで地震を感じたら、
高台に逃げます。7

避難は徒歩、
荷物は最小限度に

 ● 避難先をメモで貼り出しておきます。
 ● 住んでいる所に危険が差し迫ったとき
に避難を開始します。それまでは、消
火活動等のできる人は、消火作業を
行います。

8

協力し合って
消火・救出・救護

 ● お年寄りや身体の不自由な人、
ケガ人などに声をかけ、みんな
で助け合いましょう。9

正しい情報をつかみ、
デマに惑わされない

 ● うわさやデマに振り回されない
ようにしましょう。

 ● 地震直後に、携帯ラジオがない
場合、マイカーのカーラジオを
利用するのも一つの方法です。

10

狭い路地やブロック塀、
がけや川べりには近づかない5

地震の揺れと被害想定

閉まらない
よ
う
に
IN
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津波から身を守る Protect yourself from tsunami

Devemos nos proteger do tsunami

引き波がある
とは限らない

第二波以降
にも注意

情報収集は
安全な場所へ
移動してから

20cmの
高さでも危険

過去の被害でも、押し波から始
まったケースがあります。引き
波がきたら逃げようと、間違っ
ても海を見に行ってはいけま
せん。

一度、波が来たからと安心して
はいけません。場合によっては、
第二波、第三波のほうが大きい
ことがあります。

情報を待っていては遅い場合
があります。情報収集は安全
な場所に移ってから。

海の中では人は速い流れに巻
き込まれ、また養殖いかだが流
失し、小型船舶が転覆します。
海の中にいる人はただちに海
から上がって海岸から離れてく
ださい。

ほとんどの津波は海域での地震が原因で発生します。海のそばにいて地震の揺れを感じたら、すぐに高台
や丈夫な建物の上層階に避難してください。津波が来てしまっては、走っても逃げ切れません。絶対に海に
近づかないでください。

高台に避難 建物の上層階に避難
海岸や河口には
絶対に近づかない

強い揺れや
長い時間の揺れを
感じたら

地震、津波　すぐに避難!
津波警報・注意報が
発表されたら

（揺れを感じなくても）

これだけは知っておこう
～命を守る知恵～

海岸付近にいるとき

グラ～リ グラ～リ

津波フラッグ
津波警報等が発表された
ことをお知らせする合図です。この
旗を見たらすぐに避難しましょう。

津波警報・注意報の種類

種類 /発表基準
発表される津波の高さ 想定される被害と

取るべき行動数値での発表
（予想される津波の高さ区分）

大津波警報
予想される津波の最大
波の高さが高いところで 
３ｍを超える場合。

巨大地震の
場合の発表巨大

１０ｍ超
（10 ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ）
巨大な津波が襲い、木造
家屋が全壊・流失し、人
は津波による流れに巻き
込まれます。
沿岸部や川沿いにいる
人は、ただちに高台や避
難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

１０ｍ
（5ｍ＜予想される津波の
最大波の高さ≦10 ｍ）

5ｍ
（3ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ≦5ｍ）

津波警報
予想される津波の最大波
の高さが高いところで１
ｍを超え、３ｍ以下の場
合。

巨大地震の
場合の発表高い

3ｍ
（1ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ≦3ｍ）

標高の低いところでは津
波が襲い、浸水被害が発
生します。人は津波によ
る流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる
人は、ただちに高台や避
難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

津波注意報
予想される津波の最大波
の高さが高いところで０．
２ｍ以上、１ｍ以下の場合
であって、津波による災
害のおそれがある場合。

巨大地震の場合の発表
表記しない

1ｍ
（0.2ｍ≦予想される津波の

最大波の高さ≦1ｍ）

海の中では人は速い流
れに巻き込まれ、また、
養殖いかだが流失し小
型船舶が転覆します。
海の中にいる人はただ
ちに海から上がって、海
岸から離れてください。

気象庁ホームページより抜粋

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性

2時間程度
～1週間※

1週間～
2週間

2週間～

南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べ相対的に高まったと評価された場合に、気象庁から 
「南海トラフ臨時情報」が発表されます。

時間差で発生する
巨大地震に備えましょう

 ● 南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するか
どうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合

 ● 観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

調査中 観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、 
または調査を継続している場合

巨大地震警戒 南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM8.0以上の地震が発生したと評価した場合

巨大地震注意

 ● 南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界においてM7.0以上、M8.0未満の地震が発生した
と評価した場合
 ● 想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲でM7.0以上の
地震が発生したと評価した場合
 ● ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、短い時間にプレート境界の固着状態が明らかに変化し
ているような通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合

調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

南海トラフ地震臨時情報とは

臨時情報発令後の防災対応の流れ

「南海トラフ地震ーその時の備えー」令和元年6月発行内閣府パンフレットより抜粋

※１ 想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地震が発生
※２ 想定震源域、またはその周辺でM7.0以上の地震が発生（ただし、プレート境界のM8.0

以上の地震を除く）
※３ 住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

発表条件

南海トラフ地震臨時情報

調査終了
通常の生活。
ただし、大規模地震が起きる可能性
がなくなったわけではないことに
留意

南海トラフ地震臨時情報

巨大地震注意
南海トラフ地震臨時情報

巨大地震警戒
 ● 日頃からの地震への備えを再確認する等
 ●  津波からの避難が間に合わない
一部の地域では引き続き  
1週間避難を継続

 ● 国からの呼びかけ等に従って行動を

日頃からの地震への備えを再確認する等

日頃からの地震への備えを再確認する等

警戒措置を解除し、さらに1週間
地震への注意措置をとる

地震の発生に注意しながら通常の生活を
送る。ただし、大規模地震が起きる可能
性がなくなったわけではないことに留意

地震の発生に注意しながら通常の生活を
送る。ただし、大規模地震が起きる可能
性がなくなったわけではないことに留意

防災対応をとる必要あり

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

必要なし

発生から5分～30分後

地震発生後

※
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プレート境界の
M8.0以上の地震※1 ゆっくりすべり※3 それ以外M7.0以上の地震※2

南海トラフ地震臨時情報が
発令された時 ～その時の備え～

津波浸水想定区域内の要配慮者「巨大地震警戒」発令時 1週間避難対象者

風水害・
土砂災害から身を守る

Protect yourself from storms, floods and 
landslides

Proteja-se de tempestades, inundações e 
deslizamentos de terra

相当する警戒レベルととるべき行動

線状降水帯について 土砂災害の種類について

気象庁等が発表する情報と相当する警戒レベル 避難情報 とるべき行動

大雨特別警報
氾濫発生情報
警戒レベル5

緊急
安全確保

命の危険 直ちに安全確保！
既に災害が発生している状況であり、
命を守るための最善の行動をとる。

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報
高潮特別警報
高潮警報
警戒レベル 4

避難指示 危険な場所から全員避難
危険な場所から全員避難

（立退き避難又は屋内安全確保）する。 

大雨警報※
洪水警報

氾濫警戒情報
警戒レベル 3

※夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える
可能性が高い注意報は、高齢者等は危険な場所からの
避難が必要とされる警戒レベル３に相当します。

高齢者等
避難

危険な場所から高齢者等は避難
・ 高齢者等※は危険な場所から避難（立退き避難又は屋内安全確保）する。

※避難を完了させるのに時間を要する在宅又は施設利用者の高齢者及
び障害のある人等、及びその人の避難を支援する者

・ 高齢者等以外の人も必要に応じ、出勤等の外出を控えるなど普段の行動
を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難するタイミン
グである。例えば、地域の状況に応じ、早めの避難が望ましい場所の居
住者等は、このタイミングで自主的に避難することが望ましい。

大雨注意報
洪水注意報
氾濫注意情報
警戒レベル2

洪水・大雨・
高潮注意報等

自らの避難行動を確認
ハザードマップ等により自宅・施設等の災害リスク、指定緊急避難場所や避
難経路、避難のタイミング等を再確認するとともに、避難情報の把握手段
を再確認・注意するなど、避難に備え自らの避難行動を確認する。

早期注意情報（警報級の可能性）

警戒レベル1 早期注意情報
災害への心構えを高める
防災気象情報等の最新情報に注意する等、
災害への心構えを高める。

線状降水帯とは何か
次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）
が列をなし数時間にわたってほぼ同じ
場所を通過または停滞することで作り
出される、長さ 50 ～ 300km 程度、
幅 20 ～ 50km 程度の線状に伸びる
強い降水域を線状降水帯といいます。
線状降水帯による顕著な大雨によっ
て、毎年のように数多くの甚大な災害が生じています。

土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 崩壊した土石等によって、被害を受けるおそれのある区域

崩壊した土石等によって、住宅等の建築物が倒壊し、住んでいる人
の生命や身体に大きな危害が生じるおそれがある区域土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

① 大気下層を中心に大量
の暖かく湿った空気の流
入が持続する

② その空気が局地的な前
線や地形などの影響によ
り持ち上げられて雨雲が
発生する

③ 大気の状態が不安定な
状態の中で雨雲は積乱雲にまで発達し、複数の積乱雲の塊であ
る積乱雲群ができる

④ 上空の風の影響で積乱雲や積乱雲群が線状に並び線状降水帯が
形成される

がけ崩れ 地すべり 土石流

斜面の地表に近い部分
が、雨水の浸透や地震
等でゆるみ、突然、崩
れ落ちる現象。崩れ落
ちるまでの時間がごく
短いため、人家の近く
では逃げ遅れも発生し、
人命を奪うことが多い。
前兆現象

• がけにひび割れができる
• 小石がパラパラと落ちてくる
• がけから水が湧き出る
• 湧き水が止まる・濁る
• 地鳴りがする

斜面の一部あるいは全
部が地下水の影響と重
力によってゆっくりと
斜面下方に移動する現
象。土塊の移動量が大
きいため甚大な被害が
発生。
前兆現象

• 地面のひび割れ・陥没
• がけや斜面から水が噴き出す
• 井戸や沢の水が濁る
• 地鳴り・山鳴りがする
• 樹木が傾く
• 亀裂や段差が発生

山腹や川底の石、土砂が
長雨や集中豪雨などによっ
て一気に下流へと押し流
される現象。 時速 20 ～
40kmという速度で一瞬の
うちに人家や畑などを壊滅
させてしまうことも。
前兆現象

• 山鳴りがする
• 急に川の水が濁り、流木が混ざ

り始める
• 腐った土の匂いがする
• 降雨が続くのに川の水位が下がる
• 立木が裂ける音や石がぶつかり

合う音が聞こえる

警戒レベル１ ・２ ▶ 気象庁発表
警戒レベル３ 以上▶ 御前崎市が発令

土砂災害の種類と前兆現象　出典：内閣府政府広報室

例

線状降水帯の代表的な発生メカニズム

気象庁ホームページより抜粋

静岡県：防災ポータル
静岡県が発表する緊急・危機管理情報が
ご覧になれます。
https://shizuoka.secure.force.com/portal/sns_vf_
portal

静岡県総合防災アプリ 
「静岡県防災」
各種緊急情報の通知から、ハザードマッ
プの確認、平時の防災学習や避難トレー
ニングまで、災害時に幅広く役立つ機能を備えたス
マートフォン向けアプリです。
https : / /www.pre f . sh i zuoka . jp/bosa ik inkyu/bosa i joho/
bosaiapli/index.html

御前崎市ホームページ
トップページに様々な緊急情報が発信さ
れます。
https://www.city.omaezaki.shizuoka.jp/

御前崎市防災ガイドブック
御前崎市防災ガイドブックを市のホーム
ページで確認できます。
https://www.city.omaezaki.shizuoka.jp/soshiki/
kikikanri/bosai/hazardmap/9167.html

御前崎市防災メール
登録者に地震情報や津波情報、気象情
報等を配信します。災害への備えとして
是非ご利用ください。
https://www.city.omaezaki.shizuoka.jp/soshiki/kikikanri/
saigaijijohoteikyo/bosaimail.html

御前崎市防災アプリ（coming  soon）
市内の同報無線で流れた放送内容や災害情報など、
御前崎市に特化した情報収集ができるスマートフォン
向けアプリです。

御前崎市のSNS（御前崎市公式アカウント）

気象庁：キキクル
土砂災害、浸水害、洪水災害の危険
度の高まりを面的に確認できます。
https://www.jma.go.jp/
bosai/#pattern=rain_level&area_type=class20s&area_
code=2222300

静岡県 
サイポスレーダー
雨量、河川水位、ライブカメラ、
注意報・警報などが確認できます。
http://sipos.pref.shizuoka.jp

土砂災害（特別） 
警戒区域マップ
土石流や急傾斜地の 
崩壊情報などが確認できます。
https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?mp=9002

国土交通省： 
川の防災情報
全国の雨量、洪水予報、注意報・
警報などが確認できます。
https://www.river.go.jp

国土交通省： 
防災情報提供センター
リアルタイム雨量などが 
確認できます。
https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

気象庁：静岡地方気象台
天気予報、地震・津波の情報、 
注意報・警報などが確認できます。
https://www.jma-net.go.jp/shizuoka/

国土交通省： 
道路復旧見える化マップ
災害時に道路復旧状況を 
確認できます。 
（参考：令和 6 年能登半島地震）
https://www.mlit.go.jp/road/r6noto/index2.html

災害時の備える
気象情報・河川情報

通行情報

御前崎市の情報

静岡県の情報

InstagramFacebookXLINE

防災情報などの収集先

県の総合基盤地理情報システム
（GIS）で、拡大して詳細な位
置まで確認することができます。
https://www.gis.pref.shizuoka.
jp/?z=13&ll=34.614572%2C1
38.18765&t=roadmap&mp=1809&op=70&v
lf=-1

震度分布図

0 5㎞

震度分布（レベル2）
震度 7
震度 6 強

御前崎市役所

御前崎市消防署
白羽出張所

「聞き逃した」
「聞き取りにくかった」際に
ご利用ください市内の同報無線で流れた直近の放送内容を確認できます。

0537-85-1179
安全確認旗を掲示 ※津波、山・崖崩れ等緊急を要する場合は

　避難を優先してください。
地震発生時（震度5弱以上）に安全が確認されたお宅や南海トラフ

地震臨時情報が発表され、事前に避難するときは「安全確認旗」を 
巡視者が容易に確認できるところに掲げましょう。自主防災組織、
消防団、消防署及び警察などの巡視者が旗を確認することにより 
無事であることを確認するものです。いざというときに、すばやく
取り出せ、使用できるようにしておきましょう。

災害・防災情報が確認しやすいWEBサイトとアプリ

同報無線確認ダイヤル

災害に備え、事前に入れておきたい無料アプリ 災害が起こったら確認平時に確認

緊急地震速報や避難情報もいち
はやくお知らせ！災害が起こる
前に、地震・豪雨・津波などの情
報をプッシュ通知でお知らせし
ます。通知のON・OFFも設定可
能。

観光庁監修のもと開発された、
日本国内における緊急地震速報
や津波警報、噴火速報、特別警報、
熱中症情報、国民保護情報を通
知する無料アプリです。多言語
対応。

台風・豪雨時に備えハザー
ドマップと一緒に「避難
行動判定フロー」を確認
しましょう。

https://www.data.jma.go.jp/
multi/index.html?lang=jp

気象庁

災害情報
WEBサイト

LINE公式
アカウント

内閣府防災

Yahoo!JAPAN

防災速報
災害時情報提供アプリ

Safety tips

iOS iOSAndroid Android

ダウンロードは
こちら

ダウンロードは
こちら

友だちを
追加
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